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大
限
姦
で
き
る
よ
う
に
し
た
こ
と
な
ど

が
あ
ろ
、
つ
。

桑
裁
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
マ
ー
ケ

ツ
ト
に
対
し
て
金
融
・
奪
政
望
玉

に
タ
イ
ム
リ
ー
に
説
明
す
る
役
割
と
、
金

融
外
交
の
顔
と
し
て
の
役
割
で
あ
ろ
う
。

一
方
で
、
金
融
肇
や
人
民
元
の
国
際
化

と
い
っ
た
政
治
的
判
断
を
伴
う
政
策
は
、

握
平
氏
や
そ
の
経
済
プ
レ
ー
ン
で
あ
る

劉
鶴
氏
ら
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
実
施
さ
れ

る
可
稗
が
高
い
。
人
民
銀
行
内
で
の
改

革
の
旗
振
糧
は
人
民
銀
行
の
郭
書
記
と

な
ろ
う
。
郭
氏
は
、
周
前
総
裁
ら
と
と
も

に
、
金
融
分
野
の
改
革
派
と
目
さ
れ
る
。

金
融
改
曹
人
民
元
の
国
罷
も
主
導
す

る
の
は
「
党
」
と
い
、
属
図
が
よ
り
一
層

強
固
に
な
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

人
民
元
商
圏
が
拡
大
し
て
い
け
ば
、
少

な
く
と
も
人
民
元
は
主
要
な
国
際
通
貨
と

し
て
の
地
位
を
確
固
と
し

た
も
の
に
す
る
可
種
が

高
ま
る
。
当
然
、
基
軸
通
貨

5

ド
ル
を
有
す
る
米
国
は
、

3
 
ド
ル
離
れ
を
よ
し
と
は
し

な
い
。
足
元
で
繰
会
げ

2

ら
れ
て
い
る
1
易
不

均
衡
問
題
を
巡
る
す
さ
ま

じ
い
応
は
、
後
か
ら
見

れ
ば
、
長
期
に
わ
た
り
続

く
で
あ
ろ
う
経
1

ひ
ぷ
た

い
の
戦
い
の
火
蓋
が
切
ら

れ
た
龝
と
見
な
さ
れ
る

の
か
も
し
れ
な
い
。
ヨ

シ
部

に
は
中
国
人
行
の

民
元
宙
に
お
け
る
非
履
者
に
ょ
る
人

民
兀
建
て
債
券
発
行
)
も
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ

エ
ク
ト
の
重
要
婁
金
調
1
に
な

:

つ
つ
ぁ
る
。
玲
年
に
は
パ
ン
ダ
債
の
発

が
1
2
3
0
億
元
(
2
兆
1
0
0
0
億

円
)
と
聖
の
1
0
0
億
元
(
1
7
0
0

)
か
ら
激
学
る
な
ど
(
図
2
)
、
そ

な
り
の
ボ
リ
ユ
ー
ム
を
持
ち
始
め
て
お

り
、
日
本
で
は
三
菱
東
尿
U
F
J
銀
行
(
当

)
、
み
ず
ほ
銀
行
が
玲
年
1
月
に
パ
ン
ダ

を
発
行
し
た
。

一
帯
一
路
の
鞭
国
、
特
に
新
胃
が

ノ
フ
ラ
投
資
の
た
め
の
巨
額
な
費
用
を

品
で
調
達
す
る
の
は
難
し
く
、
上
記
の

よ
、
P
妄
金
調
達
ル
ー
ト
へ
の
依
意
は

ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
も
、
イ
ン

Z
 
投
資
は
中
国
が
強
み
を
持
つ
分
野
で

人
民
元
で
の
資
金
調
達
に
も
一
定

、

、

改
革
は
党
主
導
が
鮮
明
に

「
一
帯

い
る
。

秒
,

■
.

.

.

.

一
路
」
構
想
を
て
こ
に
、
中
国
か
人
民
元
商
圈
の
拡
大
を
進
め
て

新
興
国
に
人
民
元
二
ー
ズ

中
熊
藹
熊
泌
熊
"
疑
熊

て
い
る
。
 
2
0
1
7
年
5
月
、
中
国
人
民
益
を
得
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
人
民
元

銀
行
(
実
銀
行
)
は
、
対
ド
ル
基
準
レ
を
保
有
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
プ
が
高
ま
る

ー
ト
の
算
出
窪
を
変
更
し
た
。
先
立
つ
こ
と
に
つ
な
が
る
か
ら
だ
。

4
月
に
行
わ
れ
た
本
首
豐
談
で
の
米

賓
易
秀
衡
問
題
の
中
で
、
米
国
側
か

ら
元
安
へ
の
強
い
禽
が
表
明
さ
れ
た
可

程
が
高
く
、
そ
れ
を
受
け
て
の
誓
と

思
わ
れ
る
。
算
出
喜
は
、
前
日
の
人
民

元
レ
ー
ト
が
元
安
の
坐
口
は
あ
る
程
度
元

高
方
向
に
、
県
に
元
高
の
坐
口
は
元
安

方
向
に
な
る
よ
う
に
作
用
す
る
要
毒
基

準
レ
ー
ト
算
出
の
際
に
傑
す
る
形
に
変

わ
つ
た
。

当
時
で
い
ぇ
ば
元
安
に
振
れ
に
く
く
す

る
た
め
の
制
度
変
更
だ
が
、
対
ド
ル
基
準

レ
ー
ト
の
算
出
喜
畜
を
機
に
巧
年
8

月
以
霊
め
て
き
た
人
民
元
切
り
下
げ
に

よ
る
元
安
が
明
確
に
反
転
し
た
。
マ
ー
ケ

ツ
ト
は
、
中
国
政
府
が
通
貨
高
を
高
し

て
い
る
と
受
1
め
、
 
1
易
雪
衡

盤
が
一
段
と
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る

に
つ
れ
て
、
一
兀
高
は
袈
し
た
。
ミ

人
民
元
商
圏
の
拡
大
を
進
め
て
い
く
た

め
に
、
中
国
共
産
党
の
髭
力
が
よ
り
強

く
な
っ
て
き
て
い
る
。
巧
年
間
に
わ
た
り

人
民
銀
嘉
裁
を
務
め
、
「
ミ
ス
タ
ー
人
民

元
」
と
も
呼
ば
れ
た
周
小
川
氏
は
玲
年
3

月
の
全
国
人
民
代
表
大
会
(
全
人
代
、
圓

会
に
相
当
)
を
も
て
退
任
し
、
種
に

ア
ジ
ア
を
中
心
に
発
展
途
上
国
の
イ
ン

フ
ラ
投
資
で
も
人
民
元
の
二
ー
ズ
は
高
ま

つ
て
い
る
。
中
国
が
進
め
る
大
規
模
な
対

外
経
済
政
策
「
一
帯
一
路
(
海
と
陸
の
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
)
」
は
鸞
か
ら
イ
ン
フ
ラ
整

備
の
儲
に
入
っ
た
。
関
連
す
る
金
融
手

段
に
は
、
ア
ジ
ア
イ
ン
フ
ラ
投
資
銀
行
(
A

ー
ー
B
)
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
基
金
、
政
策
銀

行
・
商
業
銀
行
に
ょ
る
(
投
)
が
あ

る
。
さ
ら
に
、
パ
ン
ダ
債
(
中
倒
内
人

,
j
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ん
り
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J
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、
y

(
大
和
蔀
主
席
研
究
員
)

、
し
ず
つ
艘
し

国
内

て
い
る
こ
と
も
讐
家
が
人
民
元
を
持
つ

メ
リ
ツ
ト
を
大
き
く
し
て
い
る
。
現
在
、

人
民
元
の
運
用
に
は
、
域
外
の
人
民
元
預

金
や
点
、
雀
(
オ
フ
シ
ョ
ア
膓
に
お
け

る
人
民
元
建
て
債
券
)
な
ど
オ

フ
シ
ョ
ア
人
民
元
店
で
の
運

用
と
、
中
国
国
内
の
人
民
元
市

場
で
の
運
用
の
二
つ
の
窪
が

あ
る
。
奪
に
は
、
Ⅱ
年
口
月

に
導
入
さ
れ
た
、
中
国
域
外
の

機
豊
資
家
に
ょ
る
人
民
元
を

用
い
た
筈
金
・
証
券
投
資

で
あ
る
「
R
Q
F
1
1
」
な
ど

が
あ
る
が
、
な
か
で
も
H
年
Ⅱ

月
に
上
海
膓
・
ー

方
向
の
株
式
投
資
を
認
め
る

こ
こ
う
つ
う

「
張
通
(
上
海
・
露
ス
ト
ッ

ク
コ
ネ
ク
ト
)
」
、
玲
年
松
月
に

深
訓
膓
・
ー
の
「
深

港
通
(
深
訓
・
璽
ス
ト
ッ
ク

コ
ネ
ク
ト
)
」
が
始
ま
っ
た
こ
と

は
大
き
な
意
味
を
持
つ
。
域
外

投
資
家
は
喜
の
プ
ロ
ー
カ
ー

経
由
で
士
翌
注
文
を
出
す
こ
と
で
、
上
海

株
・
深
訓
株
の
寶
が
で
き
る
よ
う
に
な

つ
た
。
圭
上
、
中
国
焚
膓
へ
の
自

由
な
参
入
が
可
誓
な
っ
た
の
で
あ
る
。

Ⅱ
年
7
月
に
は
、
域
外
金
関
が
香

港
経
由
で
中
国
の
銀
行
間
債
1
で
売

買
が
で
き
る
「
債
券
通
」
(
ボ
ン
ド
コ
ネ
ク

ト
)
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
債
券
通
は
圭

上
、
中
国
債
1
へ
の
域
外
投
資
家
の

自
由
な
参
入
を
認
め
る
も
の
と
一
言
え
る
。

ボ
ン
ド
コ
ネ
ク
ト
器
以
来
、
中
国
銀
行

問
傷
に
お
け
る
域
外
投
資
家
の
債
券
保

姦
高
が
大
き
く
増
加
し
た
(
図
1
)
。
中

国
で
は
金
融
り
ス
ク
の
低
減
が
重
視
さ

れ
、
銀
以
外
の
形
で
資
金
を
供
給

す
る
シ
ャ
ド
ー
バ
ン
キ
ン
グ
(
影
の
銀
行
)

へ
の
器
が
強
化
さ
れ
た
結
果
、
ー

利
が
大
き
く
上
昇
し
て
お
り
、
相
対
的
に

高
い
金
利
が
域
外
投
資
峯
引
き
井
た

の
だ
ろ
、
つ
。

通
(
ホ
ン
ド
コ
ネ
ク
ト
)

功
勝
副
藍
が
出
席
し
た

は
副
総
裁
の
為
氏
が
昇
格
し
た
。
響

出
身
の
熱
裁
は
、
米
国
で
の
滞
在
歴
が

長
く
、
豊
富
な
国
際
人
脈
を
有
す
る
実
務

家
で
、
畏
か
ら
の
偏
も
厚
い
と
さ
れ

る
0

郭
樹
清
・
中
国
銀
1
監
菩
裂

員
会
主
席
は
、
人
民
銀
行
副
総
裁
1

員
会
書
記
に
任
命
さ
れ
た
。
熱
裁
は
党

貫
会
副
書
記
で
あ
る
。
総
裁
が
副
書
記
、

副
総
裁
が
書
記
と
い
う
の
は
、
中
国
共
産

党
の
人
身
か
ら
み
る
と
極
め
て
異
例

な
組
み
合
わ
せ
だ
。
こ
の
票
に
は
、
①

総
裁
は
党
内
劣
で
は
郭
氏
の
よ
う
に
中

央
貫
レ
ベ
ル
が
相
当
と
さ
れ
る
が
、
易

氏
は
実
舌
籍
に
と
ど
ま
り
、
重
み

に
欠
け
る
こ
と
、
貿
内
で
は
外
国
で
の

滞
在
歴
が
長
い
人
物
を
あ
ま
り
重
用
し
な

い
風
潮
が
あ
る
一
方
、
畏
の
世
界
、
特

に
米
国
に
向
け
た
顔
と
し
て
の
街
を
最

の
二
ー
ズ
が
あ
る
。
た
だ
し
、

判
ハ
繹
域
外
の
人
民
元
の
借
り
手
に
し

1
械
て
み
れ
ぱ
、
元
高
局
面
で
は
外

7
船
 
1
の
元
裂
い
負
担
は
増

大

大
す
る
こ
と
に
な
る
。
、
陰
国

/
よ

か
ら
は
、
い
ず
れ
元
レ
ー
ト
の

算清
7
海
安
定
化
を
求
め
る
声
が
大
き
く

な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

ノ
公

一
帯
一
路
の
目
的
は
、
過
剰

艮
7
有
設
備
の
輸
出
、
資
源
・
エ
ネ
ル

決

ギ
】
の
穫
な
ど
と
一
言
わ
れ
る

1
記

そ
の
根
本
は
人
民
元
商
圏

が
、

1
債

7
国

/
央

の
拡
大
に
あ
る
。
米
ト
ラ
ン
プ

0
0
 
)

2
蛎
政
権
が
、
保
饗
易
な
ど
米
国

第
一
主
鳶
雋
を
強
め
る
ほ

ど
、
こ
れ
ま
で
貿
驫
大
に
経
済
成
長
の

多
く
を
依
存
し
て
き
た
新
番
は
、
米
国

へ
の
偏
を
低
下
さ
せ
、
相
対
的
に
中
国

へ
の
偏
を
高
め
て
い
る
。
こ
れ
を
澀

平
・
国
奎
席
が
一
帯
一
路
を
通
じ
て
中

国
の
世
界
へ
の
髪
力
を
高
め
る
葬
の

鞍
と
と
ら
え
て
い
る
こ
と
は
禄
に
難

く
な
し


